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           議 会 定 例 会 議 事 日 程 

 

日程第１  会議録署名議員の指名 

日程第２  会期の決定 

日程第３  報 第 ２ 号 平成２３年度置賜広域行政事務組合一般会計継続費精算報 

告書について 

日程第４  認 第 １ 号 平成２３年度置賜広域行政事務組合一般会計歳入歳出決算 

日程第５  認 第 ２ 号 平成２３年度置賜広域行政事務組合ふるさと市町村圏事業 

費特別会計歳入歳出決算 

日程第６  議第１４号 置賜広域行政事務組合火災予防条例の一部改正について 

日程第７  議第１５号 平成２４年度置賜広域行政事務組合一般会計補正予算（第 

            ３号) 

日程第８  議第１６号 平成２４年度置賜広域行政事務組合消防特別会計補正予算 

（第２号) 

 

::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

午後２時  開会 

 

○遠藤榮吉議長 本日の会議に欠席通告の議員は、２１番、八島伝内議員の１名であり

ます。よって、ただいまの出席議員２３名であります。 

  去る１１月２１日招集告示されました平成２４年１１月議会定例会は、ここに成立

いたしました。 

  ただいまから、平成２４年１１月置賜広域行政事務組合議会定例会を開会いたしま

す。 

  それでは、直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付の議事日程により進めます。 

 

::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

 

○遠藤榮吉議長 日程第１、会議録署名議員の指名についてでありますが、会議規則第

８１条の規定により指名いたします。 
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  ５番、小関勝助議員、１２番、小浅恒也議員、２４番、小林嘉議員。 

  以上３名の方にお願いいたします。 

 

::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

日程第２ 会期の決定 

 

○遠藤榮吉議長 次に、日程第２、会期の決定を議題といたします。 

  お諮りいたします。本定例会の会期を、本日１日間と定めたいと存じますが、ご異

議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○遠藤榮吉議長 ご異議なしと認めます。 

  よって、本定例会の会期は本日１日間と決定いたしました。 

 

::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

日程第３  報第２号 平成２３年度置賜広域行政事務組合一般会計継続費精算報

告書について 

 

○遠藤榮吉議長 次に、日程第３、報第２号平成２３年度置賜広域行政事務組合一般会

計継続費精算報告書についてを議題といたします。 

この際、理事長より提案理由の説明を求めます。 

  安部理事長。 

  〔安部三十郎理事長 登壇〕 

○安部三十郎理事長 ただいま上程になりました報第２号平成２３年度置賜広域行政事

務組合一般会計継続費精算報告書について説明いたします。 

平成２１年度から平成２３年度の三か年の継続事業として実施してまいりました最

終処分場整備事業について、事業が終了したことから、地方自治法施行令第１４５条

第２項の規定により報告するものです。 

○遠藤榮吉議長 ただいまの報告に対し、質問ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○遠藤榮吉議長 質問がございませんので、質疑を終結いたします。 

  報第２号は報告事項でありますので、ご了承願います。 

 

::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 
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日程第４ 認第１号 平成２３年度置賜広域行政事務組合一般会計歳入歳出決算 

日程第５ 認第２号 平成２３年度置賜広域行政事務組合ふるさと市町村圏事業費

特別会計歳入歳出決算 

 

○遠藤榮吉議長 日程第４、認第１号平成２３年度置賜広域行政事務組合一般会計歳入

歳出決算及び日程第５、認第２号平成２３年度置賜広域行政事務組合ふるさと市町村

圏事業費特別会計歳入歳出決算の２件は、議事の都合により一括議題といたします。 

  この際、理事長から提案理由の説明を求めます。 

安部理事長。 

〔安部三十郎理事長 登壇〕 

○安部三十郎理事長 ただいま上程になりました認第１号及び認第２号について一括し

て説明いたします。 

  認第１号は平成２３年度置賜広域行政事務組合一般会計歳入歳出決算、認第２号は

平成２３年度置賜広域行政事務組合ふるさと市町村圏事業費特別会計歳入歳出決算で

ありますが、当該決算の詳細につきましては、既に配布しております歳入歳出決算書

及び決算に係る主要な施策の成果、本組合監査委員の決算等審査意見書によってご了

承賜ることとして、以下、その大要のみ説明いたします。 

  まず、一般会計決算でありますが、組合費において、米沢市、南陽市、高畠町及び

川西町二市二町の消防広域化について、平成２４年４月１日から本組合の事業として

実施することとする規約の変更の許可により、実施に向け、高機能消防指令センター

の整備をはじめ、事業の準備、推進を図ったものであります。 

  また、千代田クリーンセンターのアクセス道路が平成２２年１２月に完成、供用開

始をしたことにより、広域拠点施設「湯るっと」の利用者の利便と安全の確保が図ら

れるとともに指定管理者の営業努力もあり、大幅な利用拡大につながり、健全な運営

と広域交流拠点施設としての機能発揮に取組んだところであります。 

  次に、電算共同処理事業費でありますが、共同処理において米沢市で住民基本台帳

法の改正によるシステム改修を行い、運用を開始するとともに、電算処理経費の削減

を目的に、住民情報、税を含む全１２業務を対象とした置賜地域電算システム共同ア

ウトソーシング事業で、平成２１年度の長井市の事業開始に引き続き、平成２２年度

に川西町と南陽市が事業を開始し、平成２３年度に移行が完了するなど計画に沿った

事業の推進を図ったものであります。 

次に民生費の養護老人ホーム南陽やすらぎ荘でありますが、ほぼ定員どおりの入所

者の処遇を行ったところであり、建物塗装修繕、消防用設備修繕を行うなど、入所者

の安全や環境及び衛生面の維持のための修繕を行うとともに入所者の自立に向けた事

業を積極的に行い、適切な処遇に努めてきたところであります。 

次に、衛生費でありますが、各クリーンセンターにおいて、適正処理のために整備
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計画に基づく施設の定期整備を行ったほか、各事業で必要最小限の設備、機器の修繕

等を計画的に実施し、施設の保全管理に努めたところであります。 

また、福島第一原発の事故に伴い、廃棄物処理における放射能濃度に対する関心が

高まる中で、焼却施設の排ガス、焼却灰、最終処分場の放流水、し尿処理施設の汚泥

について、本組合として放射性物質濃度の測定を実施し、適正な処理を行うとともに

情報開示と住民説明に努めてまいりました。 

また、東日本大震災により、石巻組合の焼却施設が破損したため、石巻市の生活系

可燃ごみを処理し、支援を行ったところであります。 

はじめに、し尿処理関係ですが、長井クリーンセンターのし尿処理施設について、

汚泥再生処理施設として新たに整備するものとし、国から整備に係る交付金を受け、

生活環境影響調査業務、発注者支援業務を実施してまいりましたが、平成２６年度供

用開始と効率的で安定した維持管理を図ることを目的に建設工事に２０年間の長期包

括運営を含め契約を締結したところであります。 

次に、ごみ焼却処理についてですが、千代田クリーンセンター焼却施設の基幹設備

改良を国の交付金対象事業として推進するため、ごみ処理基本計画を策定し、長寿命

化実現に向けた事業に着手しているところです。 

また、ごみ焼却施設建設工事の不法行為による民事訴訟の解決金を将来の施設整備

に備えることを目的にごみ処理施設整備基金を創設し、５億２，３４９万９，３００

円を積み立てたところであります。 

次に、埋立処分関係ですが、浅川最終処分場について、平成２１年度から２３年度

の三か年継続事業で埋立総量８万９，３３０立方メートルの処分場として整備をして

きましたが、事業が完了し、平成２３年１０月から埋立を開始したところであります。 

この最終処分場につきましては、平成３０年度末までの埋立計画であり、これ以降

の新たな処分場の選定が大きな課題でありましたが、地元高畠町中島地区と協議し、

現埋立地の隣接地４万７千平方メートルの整備に同意をいただいたところであります。 

次に、認第２号ふるさと市町村圏事業費特別会計決算でありますが、新置賜広域ふ

るさと市町村圏計画の奏であう人と花おきたま新世紀をテーマとする広域交流事業と

して、広域広報紙の発行を行うとともにふるさと再発見事業として、構成市町の特産

品をマルシェ方式で販売する置賜八食祭を実施し、地域の魅力の再発見、広域交流に

成果を上げたものと思っております。 

また、広域連携事業として婚活に取組み、地域づくりの活動家によるプロジェクト

チームを立ち上げ、構成市町と一体となり、４回の婚活事業を実施したところであり

ます。 

  以上が一般会計及びふるさと市町村圏特別会計決算の大要であります。よろしく御

審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたします。 

○遠藤榮吉議長 続いて、決算の概要について説明願います。 
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  遠藤会計管理者。 

〔遠藤善則会計管理者 登壇〕 

○遠藤善則会計管理者 私からは認第１号平成２３年度置賜広域行政事務組合一般会計

歳入歳出決算及び認第２号平成２３年度置賜広域行政事務組合ふるさと市町村圏事業

費特別会計歳入歳出決算につきまして、その概要をご説明申し上げます。 

初めに、認第１号一般会計の決算であります。 

決算書の１ページ及び２ページをご覧ください。歳入の予算現額５０億５，２６５

万６，６１７円につきましては、当初予算額４６億２，１６４万８千円に補正予算額

３億９，０７８万８千円と平成２２年度からの繰越予算額４，０２２万６１７円を合

計したものであります。調定額は、５１億８，３７０万４，３５７円で、これに対す

る収入済額は、５１億８，１７６万３４１円であり、前年度に比べて１億７，９０１

万７，７２６円の減となっております。前年度に比べて、収入増となった主なものは、

組合費分担金で平成２４年４月から米沢市、南陽市、高畠町及び川西町の消防及び救

急事務を本組合が行うための消防広域化準備にかかる分担金であります。一方、前年

度に比べて、収入減となった主なものは、衛生費分担金で平成２１年度から三か年で

整備を行っていた最終処分場整備の完了に伴うものであります。 

次に、款ごとの概略をご説明申し上げます。１款の分担金及び負担金でございます

が、収入済額は３０億２，５２５万２，２２３円で、調定額に対して１００％の収入

率となっております。 

２款の使用料及び手数料でございますが、収入済額は８億２，２３９万５，２８１

円で、調定額に対して９９．８％の収入率となっております。 

３款の国庫支出金でございますが、収入済額は３１５万４，５００円で、調定額に

対して１００％の収入率となっております。 

４款の繰入金でございますが、収入済額は６６７万７，０７９円で、調定額に対し

て１００％の収入率となっております。 

５款の繰越金でございますが、収入済額は７億５，１１８万４，２１７円で、調定

額に対して１００％の収入率となっております。 

６款の諸収入でございますが、収入済額は１億５，８２８万９，６２８円で、調定

額に対して１００％の収入率となっております。この中には、石巻市の震災可燃ごみ

の処理に係る一般廃棄物処理業務委託料７，２３２万７，３００円が含まれておりま

す。 

７款の組合債でございますが、収入済額は４億１，３９０万円で、調定額に対する

収入率は１００％となっております。 

８款の県支出金でございますが、収入済額は２９万７，４１３円で、調定額に対し

て１００％の収入率となっております。 

９款の財産収入でございますが、収入済額は６１万円で、調定額に対する収入率は
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１００％となっております。 

次に、不納欠損額について申し上げます。金額は３万５４４円で、これはし尿収集

手数料で、地方自治法第２３６条により処分されたものであります。 

次に、収入未済額について申し上げます。金額は１９１万３，４７２円で、ごみ処

理手数料１１１万９，６５０円及びし尿収集手数料７９万３，８２２円です。以上が

歳入の概略であります。 

続いて、歳出へ移ります。 

決算書の５ページから６ページをご覧ください。歳出の支出済額は４９億    

８，３８６万９，６２６円で、予算現額５０億５，２６５万６，６１７円に対する執

行率は９８．６％であり、対前年度に比べ３億７，４２７万５，７７６円の増加とな

っております。前年度に比べて、支出増となった主なものは、消防広域化準備費、千

代田クリーンセンター費で損害賠償請求事件に関する解決金によるごみ処理施設整備

基金の積み立て及び公債費で財政融資資金借入金の繰上償還であります。一方、前年

度に比べて、支出減となった主なものは、最終処分場整備事業費であります。 

次に、款ごとの概略をご説明申し上げます。 

決算書の３ページから４ページに戻り、ご覧ください。２款の組合費でございます

が、支出済額は６億３，８４７万７，４１５円で消防広域化準備費、広域交流拠点施

設の管理経費等です。 

３款の電算共同処理事業費でございますが、支出済額は４億５，０５６万     

５，０８４円で米沢市、長井市、南陽市及び白鷹町の電算処理費です。 

４款の民生費でございますが、支出済額は２億４，０２５万６，１６８円で南陽や

すらぎ荘の入荘者の処遇経費及び管理運営に要した経費です。 

５款の衛生費でございますが、支出済額は２３億５，１４５万３，２２３円で、し

尿及びごみ処理施設の維持管理経費、最終処分場の整備、汚泥再生処理センター計画

支援業務、死亡獣畜保冷センターの維持管理経費等です。 

決算書の５ページから６ページをご覧ください。６款の公債費でございますが、支

出済額は１３億１７７万５，２１３円で米沢、千代田の両クリーンセンターをはじめ、

各施設の整備等に係る起債償還です。この中には、ごみ処理施設建設工事に係る損害

賠償請求事件での解決金に関する財政融資資金借入金の繰上償還８，３０７万   

２，０１２円を含んでおります。 

以上が歳出の概略ですが、支出済額の中には、平成２２年度から繰越した事故繰越

として、南陽クリーンセンターし尿処理費の１，７５８万７，５００円、千代田クリ

ーンセンター焼却処理費の７３万５千円、継続費として最終処分場整備事業費９５３

万５，２３５円、汚泥再生処理センター整備事業費２万７，５００円があります。 

また、平成２４年度へ繰越す繰越予算額は、継続費として汚泥再生処理センター整

備事業費２万８，３８５円であります。 
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以上の結果、収支状況を申し上げますと、収入済額５１億８，１７６万３４１円か

ら支出済額４９億８，３８６万９，６２６円を差し引いた形式収支額は、１億    

９，７８９万７１５円となり平成２４年度への繰越金であります。なお、この中には

平成２３年度から平成２４年度に繰り越すべき財源２万８，３８５円が含まれており

ますので、この額を除いたを除いた１億９，７８６万２，３３０円が実質収支額、す

なわち純剰余金でございます。 

続きまして、認第２号ふるさと市町村圏事業費特別会計歳入歳出決算であります。 

決算書の７ページから８ページをご覧ください。収入済額は、１，０１７万    

１，３５９円で、調定額１，０１７万１，３５９円に対する収入率は１００％であり

ます。 

決算書の９ページから１０ページをご覧ください。支出済額は６８２万６，５１１

円で、予算現額８３７万２千円に対する執行率は８１．５％であります。 

歳入歳出差引残額３３４万４，８４８円は翌年度に繰り越しいたしました。 

以上が、一般会計及び特別会計の決算の概要でありますが、事業及び金額の詳細に

つきましては歳入歳出決算事項別明細書によって、よろしくご認定賜りますようお願

い申し上げ、私からのご説明といたします。 

○遠藤榮吉議長 次に、監査委員から審査の結果について報告を求めます。 

  小野代表監査委員。 

〔小野潔代表監査委員 登壇〕 

○小野潔代表監査委員 私から決算審査の結果につきまして、ご報告申し上げます。 

認第１号平成２３年度置賜広域行政事務組合一般会計歳入歳出決算及び認第２号平

成２３年度置賜広域行政事務組合ふるさと市町村圏事業費特別会計歳入歳出決算並び

に基金の運用状況を示す書類が、法令に従って処理されているかにつきまして、平成

２４年８月２２日から９月２６日までの間、各事業所、施設を回りまして、各会計の

関係諸帳簿や証拠書類と照合を行うと同時に、各施設の所属長及び関係職員から説明

を求めて審査いたしました。その結果、いずれも関係法令に準拠して処理されており、

運営状況及び財政状態を適正に表示しており、決算計数は正確であり、内容も正当な

ものと認められました。審査の詳細につきましては、お手元に配布しております決算

等審査意見書をご覧いただくといたしまして、各会計の審査結果につきまして、意見、

要望を申し上げます。 

  なお、千円未満の端数は、省略させていただきます。 

はじめに、一般会計におきましては、組合費で、平成２４年度からの消防広域化準

備に伴う設備整備費等が増加し、衛生費では平成２１年度から三か年継続事業として

整備を推進していた浅川最終処分場増設工事としまして、土木施設増設工事及び浸出

水処理施設延命化工事が２３年度で完了したことにより減少したものの、ごみ処理施

設建設工事に係る損害賠償請求事件に関する解決金をごみ処理施設整備基金に積み立
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てたことから増加となりました。これにより、決算額は前年度に比べて歳入について

は減少しましたが、歳出は積立金及び解決金収納に係る地方債の繰上償還のため増加

しております。 

衛生費の汚泥再生処理センター整備事業では平成２２年度から平成２４年度におい

て計画支援業務、平成２４年度から平成２５年度までの二か年継続事業として施設整

備の推進が図られるなど、組合基幹事業の進展が期待されております。 

その結果、歳入決算額は５１億８，１７６万円で、前年度に比べて１億７，９０１

万８千円、率にして３.３％の減少となっております。一方、歳出決算額は４９億   

８，３８７万円で、前年度に比べて３億７，４２７万６千円、率にして８.１％の増加

となっております。実質収支額は１億９，７８６万２千円となり、単年度収支額は  

５億１，５８０万５千円の赤字となっております。将来負担すべき組合債の年度末残

高は２６億１，７３４万３千円で、繰上償還を行ったこともあり、前年度に比べて  

２９.８％減少となっております。組合債残高につきましては、年々減少傾向にありま

すが、未だに多額の残高を抱えおり、平成２３年度の最終処分場整備事業及び消防施

設整備事業に続き、平成２４年度も汚泥再生処理センター整備事業に係る組合債の発

行が計画されております。また、各施設の機械設備は、経年劣化により老朽化が進行

し、維持補修費は、依然として処理費の中で大きなウェイトを占めており、今後も増

加するものと見込まれています。平成２０年度の廃棄物処理手数料及び平成２２年度

の指定ごみ袋の形状変更に伴うごみ処理手数料の改定により自主財源の確保に努めて

おりますが、施設運営においては、施設の延命化や安全性の確保を図り、事務事業の

効率的かつ効果的な執行に期することはもとより、事務事業の見直しや民間活力の導

入など財政健全化に向けた中長期的な計画を策定し、歳出の徹底した削減を図るなど

構成市町の財政負担の軽減に向けて引き続き努力をしていただきたいと思います。 

次に特別会計におきましては、歳入決算額は１，０１７万１千円で、前年度と比較

して１７２万３千円、率にして１４.５％の減少となり、一方歳出決算額は、６８２万

７千円で、広域的交流活動促進事業等の実施により、前年度に比べて３９５万５千円、

率にして１３７.７％の増加となっております。実質収支額は３３４万５千円となり、

単年度収支額は５６７万８千円の赤字となっております。 

財産収入につきましては、基金の一部を平成１９年度から安全かつ効率的な国債に

より運用しておりましたが、平成２２年９月でその期間が終了し、ペイオフ限度額及

び銀行等引受債の担保として預け入れをした定期預金等で運用しております。低金利

状況にあって、預金金利の上昇が期待できないなか、事業運営は誠に厳しい状況にあ

りますが、今後も基金の効率的かつ安全確実な運用に努めるとともに、実施事業の見

直しや絞り込みを行い、限られた財源を有効活用される事業を実施し、圏域の振興に

資する事業を展開していただきたいと思います。 

最後に、一般会計及び特別会計を通じて、最小の経費で最大の効果をあげるよう努
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めていただくとともに、平成２４年度から米沢市、南陽市、高畠町、川西町の広域消

防も発足され、より一層の圏域の発展と福祉、安全増進に傾注されることを期待する

ものであります。 

詳細な内容につきましては、お手元に配布しております決算等審査意見書のとおり

でありますので、ご了承賜りたいと存じます。以上で、各会計の決算審査を実施いた

しました結果の報告とさせていただきます。 

○遠藤榮吉議長 以上、提案のありました２件につきまして、ご質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○遠藤榮吉議長 質疑もないようですので、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入りますが、通告がありませんので、討論を終結し、採決いたしま

す。 

 お諮りいたします。認第１号及び認第２号を認定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○遠藤榮吉議長 異議なしと認めます。 

  よって、認第１号及び認第２号は認定することに決しました。 

 

::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

日程第６ 議第１４号 置賜広域行政事務組合火災予防条例の一部改正について 

 

○遠藤榮吉議長 次に、日程第６、議第１４号置賜広域行政事務組合火災予防条例の一

部改正についてを議題といたします。 

この際、理事長より提案理由の説明を求めます。 

安部理事長。 

  〔安部三十郎理事長 登壇〕 

○安部三十郎理事長 ただいま上程になりました議第１４号置賜広域行政事務組合火災

予防条例の一部改正について説明いたします。 

  本案は、電気自動車の普及に伴い、電気自動車用の急速充電設備の設置が増加して

いることを背景に、対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気器具等の取

扱いに関する基準を定める省令の一部が改正され、電気自動車用の急速充電設備の位

置、構造及び管理に関する基準が新たに定められたことにより、所要の改正を行うた

め提案するものであります。 

よろしくご審議の上、御賛同賜りますようお願い申し上げ提案理由の説明といたし

ます。 

○遠藤榮吉議長 ただいまの説明に対し、質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○遠藤榮吉議長 質疑がございませんので、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入りますが、討論の通告がございませんので、討論を終結いたしま

す。 

  お諮りいたします。議第１４号を原案のとおり決するにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○遠藤榮吉議長 異議なしと認めます。 

  よって、『議第１４号』は原案のとおり決しました。 

 

::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

日程第７ 議第１５号 平成２４年度置賜広域行政事務組合一般会計補正予算（第

３号) 

日程第８ 議第１６号 平成２４年度置賜広域行政事務組合消防特別会計補正予算

（第２号) 

 

○遠藤榮吉議長 次に、日程第７、議第１５号平成２４年度置賜広域行政事務組合一般

会計補正予算（第３号)及び日程第８、議第１６号平成２４年度置賜広域行政事務組合

消防特別会計補正予算（第２号)の２件は、議事の都合により一括議題といたします。 

この際、理事長より提案理由の説明を求めます。 

  安部理事長 

  〔安部三十郎理事長 登壇〕 

○安部三十郎理事長 ただいま上程になりました議第１５号及び議第１６号について一

括して説明いたします。 

  議第１５号は平成２４年度置賜広域行政事務組合一般会計補正予算（第３号）、議第

１６号は平成２４年度置賜広域行政事務組合消防特別会計補正予算（第２号）であり

ますが、この度の補正予算は、人事異動等に伴う人件費の補正、前年度繰越金の予算

化に伴う財源組替え、緊急の修繕経費を追加するなどの内容であります。 

  はじめに一般会計補正予算でありますが、補正前の予算額に４８４万８千円を追加

し、補正後の歳入歳出予算の総額を３８億４，６０７万６千円とするものであります。 

各款において人件費の補正を行うほか、組合費では平成２３年度の消防広域化準備

事業費の繰越金を消防特別会計に繰出し、民生費では暖房機の補修、設備点検費用を

追加し、衛生費では、汚泥再生処理センター建設工事に係る電気受電方法の変更によ

り光熱水費を減額する一方、脱水汚泥発生量の増加に伴う委託料を増額するものであ

ります。 

また、公債費において、起債の借入利子の額の確定に伴い減額するものであります。 
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これらに伴う財源でございますが、分担金及び負担金では、前年度繰越金の確定に

より減額し、汚泥再生処理センター建設工事に係る電気受電方法の変更により諸収入

を減額するものであります。 

次に、消防特別会計補正予算でありますが、補正前の予算額から、１０１万９千円

を減額し、補正後の歳入歳出予算の総額を２５億３，１７９万１千円とするものであ

ります。 

歳出においては、人件費の補正のほか、高畠消防署屋上防水シート張替を始め各署

所の緊急修繕費用等の増額及び長期債借入利子の額の確定に伴い減額するものであり

ます。 

これらに伴う財源でありますが、消防広域化準備事業費の繰越金を一般会計から繰

入れ、分担金及び負担金を減額するものです。 

以上が一般会計補正予算及び消防特別会計補正予算の内容であります。 

よろしく御審議の上、御賛同賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○遠藤榮吉議長 ただいまの説明に対し、質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○遠藤榮吉議長 質疑がございませんので、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入りますが、討論の通告がございませんので、討論を終結いたしま

す。 

  お諮りいたします。議第１５号及び議第１６号を原案のとおり決するにご異議ござ

いませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○遠藤榮吉議長 異議なしと認めます。 

  よって、議第１５号及び議第１６号は原案のとおり決しました。 

 

::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

  閉   会 

 

○遠藤榮吉議長 以上をもちまして、本定例会に付議されました案件は、全て終了いた

しました。 

これをもちまして、平成２４年１１月置賜広域行政事務組合議会定例会を閉会いた

します。 

 ご苦労様でした。 

 

  午後２時４１分  閉会 



 

 

 

 

 

 

 

 

議    長 遠 藤 榮 吉 

  

 

 

 

署 名 議 員 小 関 勝 助 

 

 

 

 

署 名 議 員 小 浅 恒 也 

  

 

 

 

署 名 議 員 小 林   嘉 

  

 


